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出
会
い
創
出
支
援
事
業

 
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
支
援
」

は
じ
め
ま
す

　

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
。
そ
の

要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
が
、未
婚
化
や
晩
婚
化
で
す
。

「
伊
豆
の
国
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
当

た
り
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
18
歳
〜
49
歳
の
独
身
男
女

の
８
割
が
結
婚
を
希
望
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
異

性
と
出
会
う
機
会
が
少
な
い
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
結
婚
を
望
む

独
身
男
女
に
よ
り
多
く
の
出
会
い

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
結
婚

を
後
押
し
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
民
間
企
業
な
ど
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
企
業
や
団

体
の
皆
さ
ん
、
出
会
い
を
求
め
る

男
女
の
た
め
、
補
助
制
度
を
利
用

し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
補
助
対
象
事
業
の
主
な
要
件

① 

市
内
に
お
い
て
、
20
歳
以
上
の

独
身
男
女
に
健
全
な
出
会
い
の

機
会
を
提
供
し
、
結
婚
の
推
進

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と

② 

営
利
を
事
業
の
目
的
と
し
な
い

こ
と

③ 

参
加
者
の
半
数
以
上
が
、
市
内

に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
人

で
あ
る
こ
と

④ 

参
加
者
が
15
人
以
上
で
、
男
女

の
割
合
が
い
ず
れ
も
参
加
者
総

数
の
３
割
を
下
回
ら
な
い
こ
と

⑤ 

参
加
者
か
ら
参
加
料
を
徴
収
す

る
こ
と

◆
補
助
対
象
経
費

　

 

外
部
講
師
の
謝
礼
、
チ
ラ
シ
・

ポ
ス
タ
ー
の
印
刷
費
、郵
便
料
、

損
害
保
険
料
、
事
業
の
企
画
・

手
配
、
会
場
使
用
料
、
自
動
車

借
上
料
な
ど

◆
補
助
金
交
付
額

　

 

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
以

内
と
し
、
補
助
限
度
額
は
次
の

と
お
り
（
１
事
業
者
に
つ
き
１

回
限
り
）

▼
参
加
者
15
人
以
上
30
人
未
満 

　

限
度
額　

１
５
０
，０
０
０
円

▼
参
加
者
30
人
以
上
50
人
未
満 

　

限
度
額　

２
０
０
，０
０
０
円

▼
参
加
者
50
人
以
上

　

限
度
額　

２
５
０
，０
０
０
円

※ 

補
助
金
の
交
付
に
は
、
交
付
申

請
や
実
績
報
告
が
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
場

合
は
、事
前
に
政
策
推
進
課（
伊

豆
長
岡
庁
舎
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

平
成
26
年
に
開
催
さ
れ
た
「
伊
豆
の
国
の
花
嫁
・

お
見
合
い
大
作
戦
」。
皆
さ
ん
は
覚
え
て
い
ま
す
か
。

そ
の
と
き
に
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
２
組
が
、
告
白
か

ら
２
年
の
４
月
13
日
に
結
婚
の
報
告
に
市
役
所
を
訪

れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
合
計
４
組
と
な
る
う
れ
し
い

報
告
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
伊
豆
の
国
市
で
素
敵
な

出
会
い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

古
屋
さ
ん
夫
妻
、
和
泉
さ
ん
夫
妻
が
来
庁

４
月
13
日

▲古屋さん夫妻
◀和泉さん夫妻

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

飼い主のいない猫の避妊、去勢手術費を補助します

　市では、飼い主の判明しない猫の増加を防止するため、市内
に生息する飼い主のいない猫に対し、避妊、去勢手術を受けさ
せた場合、補助金を交付します。

対象／次の①から③のすべてに該当する人
①市内に住所を有する人
② 市内に生息する飼い主のいない猫に対し、日常的
に餌を与えるなどしている人
③市税に滞納の無い人

補助金額／避妊手術：1匹につき 5,000 円
　　　　　去勢手術：1匹につき 3,000 円
（ 手術費が上記金額を下回った場合にはその額）
※手術費には耳カット代を含みます。
※  1 人の申請者が補助を受けられるのは年間 5匹
まで。

申請の手続き

1. 手術を受けさせる 10 日前まで
に、環境政策課（大仁庁舎）に
必要書類を添えて申請

① 交付申請書（環境政策課窓口で
取得できます）
② 避妊、去勢手術前の、飼い主の
いない猫の写真
③ 飼い主のいない猫の生息する場
所を示す案内図
④ 飼い主のいない猫に日常的に餌
を与えている状況の説明書

3. 動物病院で手術を行った後、30
日以内（注）に実績報告を提出

①実績報告書
② 避妊、去勢手術の費用が記載さ
れた領収書の写し
③ 避妊、去勢手術後の、飼い主の
いない猫の写真（必ず耳カット
されていること）

（注） 年度末に手術した場合は
4月 10 日まで

※ 手術した猫について、その後の
状況を報告していただきます。

問 市役所環境政策課　☎ 0558-76-8002

蚊が発生する前に…

　デング熱やジカ熱、マラリア、日本脳炎などの感染症では、蚊がウイルス
を媒介することが知られています。蚊の発生を抑えるため、発生源への対策
と防蚊対策をしましょう。

～蚊の発生源対策～
　蚊は、ちょっとした水たまりから発生しま
す。庭や家の周りを点検し、バケツや空き缶
など、水がたまる容器があったら、容器を逆
さにして水をあけ、雨がかからない場所に移
動しましょう。植木鉢の受け皿などは 1週間
に 1度はひっくり返しましょう。
　また、成虫が潜む場所（やぶや草むらなど）
の草を刈るなど、風通しを良くし、成虫が隠
れにくいようにしましょう。

～防蚊対策～
　蚊に刺されないために、窓に網戸を設置し
たり、ドアを開けている時間を短くしたりし
て、蚊の侵入を防ぎましょう。
　庭仕事をするときや、蚊の多い場所に行く
ときは、長袖・長ズボンなどの着用を心掛け、
肌の露出をできるだけ少なくしましょう。肌
が露出する部分には、虫よけ剤の使用も有効
です。（注意事項を守って正しく使用してく
ださい。）

問 市役所環境政策課　☎ 0558-76-8002

◆
出
会
い
を
求
め
る
皆
さ
ん
へ

　

対
象
事
業
が
決
ま
り
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
結

婚
を
前
提
と
し
た
出
会
い
を
求
め

る
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
役
所
政
策
推
進
課

☎
０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
１
３

▶
必
ず
耳
カ
ッ
ト
を

2. 審査後、
決定通知
を交付


